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       脳卒中後の失語・嚥下障害・てんかん・認知症の実態調査と脳卒中生存者に 
対するチーム医療の確立を目指した研究 
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研究要旨  
外見からの判別が困難な脳卒中後遺症の我が国における現状把握を目的として、後方視的にデータを収集し、
検討を実施する。その結果、主となる脳卒中後遺症である失語、嚥下障害、てんかん、認知症に関する後遺症
の実態や問題点について把握することができ、今後増加することが確実な脳卒中生存者に対する対策や脳卒中
後遺症治療の均てん化や健診・保健指導の向上といった厚生労働行政の施策等への活用が期待される。
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Ａ．研究目的 
 外見からの判別が困難な脳卒中後遺症の我が国に
おける現状把握を目的として、後方視的にデータを
収集し、検討を実施することで、脳中後遺症である
失語、嚥下障害、てんかん、認知症に関する後遺症
の実態や問題点について把握し、政策提言に繋げる。 
 
Ｂ．研究方法 

《脳卒中後後遺症に対する後方視的データ解析》 
国立循環器病研究センターで 2011年より蓄積

されている脳卒中データベースを用い、急性期脳
卒中の失語、嚥下機能評価、てんかんデータ、認
知機能評価のデータを用いて、罹患率、脳卒中重
症度、病巣、病型との関連、他の合併症との関
連、リスク因子の評価を行う。 

《多施設アンケート解析：嚥下障害》 
 2022年に急性期病院 319 施設、回復期病院 168
施設に対して行った嚥下障害・低栄養・サルコペ
ニアに関するアンケート調査結果を解析し、評

価・介入の方法と実施率、設備、回復期転院時の
情報連携の実態と課題を抽出する。アンケート結
果から得られた各施設の構造指標（後遺症に対す
る評価率・介入率・設備）、レセプトデータに基
づくアウトカム（死亡、肺炎合併、脳卒中再発、
心血管疾患合併、再入院、入院期間）との関係を
調査する。 
 
（倫理面への配慮） 
本研究は、既存のデータを用いた研究であり、オプ
トアウトにて行われるが、個別同意を取得する代
わりに、研究に関する情報を研究対象者等に通知
又は公開し、研究対象者等が容易に知り得る状態
に置くことで、研究が実施されることについて研
究対象者等が拒否できる機会を保障する。 
 
Ｃ．研究結果 
令和5年5月17日に第一回班会議を行い、本研究テー
マである脳卒中後の失語・嚥下障害・てんかん・認
知症における現状、課題、問題点について議論を行
い、各研究者の役割分担、確認を行った。 
失語に関しては、国立循環器病研究センターにて施
行された200例を超える脳卒中後の標準失語症検査
(SLTA: Standard Language Test for Aphasia)の
データを集積した。 
 嚥下障害に関しては、令和5年9月に早期経管栄養
プロトコルを作成し、他施設に説明会をＷebにて開
催し、10月から導入を達成した。今後早期栄養プロ
トコル導入による臨床的効果を判定する予定であ
る。また、脳卒中後のサルコペニアと嚥下障害の関
連について欧州臨床栄養代謝学会の機関誌であるC
linical Neutritionに採択され、8月に出版された。
嚥下障害のアンケート調査については各施設に依
頼し、10月から開始した。 
 てんかんに関しては、脳梗塞急性期MRI画像にて
皮質の出血性変化が発作と強く関連することを見
出し、令和6年3月の脳卒中学会総会にて講演予定で
ある。現在、論文の執筆を開始している。また、脳
卒中後てんかんにおける脳波所見と予後の関連に
ついて令和5年8月Epilepsiaに報告した。さらに、
米国のYale大学が主催するIPSERC（International
 Post Stroke Epilepsy Research Consortium）に
参加し、共にメタ解析を行い、JAMA Neurologyに脳
卒中後の発作と予後の関連を報告した。また、10月
7日には今後の協力研究についてWeb会議を行った。 
 認知症に関しては、脳卒中急性期、退院後3か月
の認知機能検査であるMMSE（Mini Mental State E
amination）のデータを500例以上収集した。また、
研究代表者らが執筆した血管性認知症の総説がNat
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ure Reviews Neurologyに採択された。 
これらの進捗に関しては令和6年1月17日第二回班
会議で報告し、研究分担者との結果の考察、今後の
方針、計画について協議した。 
 
Ｄ．考察 
 大規模な脳卒中データ、信頼性の担保された各種

評価データを用いて、脳卒中後遺症の実態調査、リ

スク評価モデルを作成することで、今後増加するこ

とが確実な脳卒中生存者に対する対策を講じること

が可能であり、「健康寿命の延伸等を図るための脳卒

中、心臓病その他の循環器病に係る対策に関する基

本法」に基づき、令和 2年 10月に閣議決定された第

１期循環器病対策推進基本計画に則った施策の推進

に繋がる。さらに、これらエビデンスは今後、脳卒

中後遺症治療の均てん化や健診・保健指導の向上に

も結びつく。これまで蓄積された脳卒中の予防医

学、急性期治療に加え、“脳卒中後”の医療という形

で、令和 6年度開始予定の国民健康づくり運動プラ

ンの策定・推進に向けて貢献できると考えられる。 
                       
Ｅ．結論 
脳卒中後後遺症の実態調査による本成果を基盤と

した介入、観察研究の設計や新たな研究テーマの醸成、
さらにリスクモデルを用いた脳卒中合併症の自動判
定システムの作成や、リハビリテーション・介護の現
場での新たな工夫や介入に直結する可能性を内包し、
その社会的意義ならびに知的資源としての意義は
絶大であり、国民の健康長寿実現に大きく寄与する。 
 
Ｆ．健康危険情報 
  該当なし。 
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